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－会議報告書－ 

 

件 名：令和８年度 第１回 栗原市子ども・子育て会議 

日 時：令和８年４月２８日（火）午後１時３０分～午後２時５５分まで 

場 所：栗原市役所本庁舎 ２階 講堂 

出席者：委員：13名（16名中） 

職員： 7名 

会議の内容：下記のとおり 

 

委嘱状交付 

 

１ 開会  

２ あいさつ 会長 

３ 議事 議長：会長 

 （１）栗原市キッズランド整備基本計画の素案について 

【資料１】栗原市キッズランド整備基本計画素案概要版（P1～2）により説明 

・計画の目的、施設整備の基本方針について 

・施設整備に関する要望、意見のまとめについて 

・計画地の選定について 

・施設計画について 

・整備、管理運営手法について 

     

（２）その他 

   事務連絡 

・今回協議いただいた計画内容は、 6月議会において報告を行う予定としております。 

 

４ 閉会のあいさつ 会長代理 

   

５ 閉会 事務局 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

３ 議事 

（１）栗原市キッズランド整備基本計画の素案について 説明者：（事務局） 

【資料１】栗原市キッズランド整備基本計画素案概要版（P1～2）により説明 

 

【質疑・意見・要望等】 

委 員：イメージ図にあるレイアウト図は、今後の設計により変わっていくことでよいか。 

事務局：DBO方式での整備を検討しており、設計と建設、運営を一体的にやっていただく方式になる。 

 今後プロポーザルを予定しているが、事業者から提案いただいた設計内容、運営方法等を選定 

 する。施設整備については、イメージ図であり、変わる可能性は十分にある。 

委 員：以前でいただいた資料と今回の資料では、大型施設を置くところの面積と屋外広場の面積が 

小さくなっているのに建設費用が少し高くなっているのはなぜか。 

事務局：施設計画 ①の屋外活動機能、屋外広場について、カリヨン公園の敷地全体の面積から建物の 

敷地面積を差し引き、整備可能な屋外広場として使える面積が 2,000 ㎡程度というところで 

精査し、変更している。 

整備費の増額について、近年の物価高騰の部分や、諸室の設計を精査し、積み上げた金額に 

なる。 

委 員：カリヨン公園の一部を撤去するのか、もしくは、今ある公園を動かすようになるのか、その 

まま使うようになるのか？ 

事務局：カリヨン公園について、現在の公園の形からリニューアルし、敷地内に屋内遊戯場を建設す 

る計画をしている。 

今後詳細な実施設計を行っていくが、プロポーザルで事業者の公募を行い、最低限必要な機 

能を要求水準書に盛り込み、選考していく流れになる。 
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委 員：以前、白石市のこじゅうろうキッズランドを見学し、運営している団体は、子どもに寄り添 

ったすごくいい団体だったと思う。業者選定はすごく重要だと思うので、しっかり考えてほ 

しい。 

また、カリヨン公園の隣にレンタカー店とアパートがあるが、市の持ち物になっているのか。 

事務局：カリヨン公園に隣接しているトヨタレンタリースは、土地が栗原市であり、借地契約により 

土地を貸付している。アパートについては、民間の方が所有している。 

委 員：カリヨン公園に建物を建設し、屋外で遊ぶと考えると狭い感じがする。 

その辺のことを問題なくクリアできれば、すごくいい場所だと思う。 

事務局：運営事業者の選定については、選定委員会を行い、実際どのような運営をしていくか、イベ 

ントや、仕掛けを実施することで利用の少ない平日も、ある程度の集客につなげられるのか 

など、注意が必要であると認識している。 

トヨタレンタリースと民間のアパートの件については、交渉を行っているが、具体的な移転 

交渉などは今後行っていく。 

委 員：安全対策として外の遊技場を作るということであれば、不審者対応やクマ対策、また、車が 

かなり走っているので、外構フェンスを造るも造らないもその業者次第なのか、必須要件の 

中に組み込んでいくのか。 

この施設整備のイメージ図からすると、駐車場の台数が少ないので、どのように考えている 

のか。 

事務局：外構のフェンスの設置については、不審者対策やクマ対策のため、必要だと考えており、要 

件として整理していく。 

駐車場について、新生児や身体障がい者、妊婦さん用に公園内に 20台位、一般の方について 

は、くりこま高原駅の駐車場を利用していただく想定でいる。 

また、イオンスーパーセンターもあるが、利用可能かどうか確認していく必要があると考え 

ている。 

委 員：一番気になるのが運営のところで、整備から運営までなので慎重に業者を選定するようお願 

いしたい。 

委 員：運営収益について、無料で利用できる子ども遊戯施設は多いと思うが、利用者から負担金を 

徴収する方針か。 

事務局：利用料金については、無料にするかどうか、決まっていないが委員さんやアンケート調査の 

中でも持続可能な施設となるよう一定の利用料金を負担した方が良いとの意見もあった。 

委 員：私は利用料金を取って良いと思っており、良い施設を作り、たくさんの子ども達に毎週のよ 

うに来てほしい。 

委 員：駐車場について、有料のくりこま高原駅もしくは無料のイオン駐車場を借りるとなった場合、 

有料と無料の違いが出るので、検討いただきたい。 

事務局：駐車場の件について、キッズランドの利用者がくりこま高原駅の駐車場を利用する場合、無 

料券を発行するなど、検討したいと考えている。 

委 員：飲食のスペースは設ける予定いるのか。 

事務局：飲食できるスペースを設置する予定でいる。飲食店が入る訳ではなく遠足などで保育所や幼 

稚園、小学校での利用も考えられるので、おやつやお弁当を持って来た際に、食べられるス 

ペースいうところを想定している。 

委 員：親御さんは子どもの近くで見ていたり、飲み物を飲ませたりすると思うので、子ども達が遊 

んでいる時には、親も子も同じスペースに混在する状態になってしまう。 

この配置だと心配な部分があるのでスムーズに行くような設計・配置をしてもらいたい。 

事務局：保護者同伴で来ていただく施設を想定しているが、水分補給は持参した水筒でスムーズにで 

きるのでいいと思うが、おやつになれば、遊び場の中で食べるということではなく、その飲 

食スペースで食べていただくことを想定している。 

委 員：今回、DBO方式で一つの会社に運営や設計をお願いするようだが、私たちの要望・意見など 

は、これからでも盛り込むことは可能なのか。 

事務局：設計会社や建設会社、遊具取扱い業者などが、一つの事業体を作り、選定することを想定し 

ている。 

遊具の選定はその事業者から提案があった後に、改めて委員の皆様にも提案内容を示し、意 

見を伺いたいと考えている。 
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委 員：前回の会議で北海道の事例を見させていただき、施設があるということで人口も増えたとい 

う話も聞きました。どういった方が管理をするのか少し気になる。 

あと維持費について、人件費や管理費、光熱水費など、どれぐらいかかるのか気になるが計 

画には大賛成している。 

事務局：施設の管理等は、運営というところになり、実績があって運営できる事業者にお願いするの 

が一番望ましいと考えている。 

委 員：子育ての悩みを抱えている親御さんが、相談できるような施設になればと思います。 

事務局：子育て相談についても、見守り機能ということで、多目的室を設け、子育ての相談などもで 

きる施設を想定している。 

委 員：このキッズランドに栗原市のいろんなところから来てほしいという思いがあり、一番には、 

魅力のある建物にしてほしい。 

また、年間 5万人程度の利用見込みであれば、目玉となるものを一つ作るような形で仕立て 

ていくのが必要かと思った。 

インクルーシブな施設というのは、非常に大事だと思うし、猛暑の中でも遊べる空間は非常 

に魅力的なものだと思う。 

委 員：利用規約について、子どもや親に危害を加えるような場合の対応など、あらかじめ注意書き 

というか、ルールを守れる場合に利用できるようにした方がいいと思う。 

場合によっては入場禁止するとか、最初にルールを伝えて、大勢の子を守っていただきたい 

と思う。 

事務局：利用に当たって、一定のルールというものは必要だと考えている。 

あらかじめ一定のルールを定め、施設に掲示しておくとか、施設利用のお知らせをした上で、 

来場された方が皆楽しく遊んで帰れるようにと考えている。 

委 員：一番には子どもが安全に遊べる場所になるよう目的から離れないような建物にしてほしい。 

あと子どもの動線は、小学校の先生や幼稚園の先生達から意見を聞きながら、計画してほし 

いと思う。 

事務局：計画の目的ということで、4点の目的を掲げている。子どもの健やかな成長と親子の交流促 

進、移住、定住の促進、地域活性化に役立つという目的から外れないよう、施設整備運営を 

行っていく必要があると捉えている。 

動線の確保についても小学生までを対象とする遊び場であり、他の児童や幼児にぶつかり、 

怪我のないよう要件として盛り込んでいく必要があると考えている。 

委 員：県や市を超えた連携を図ると、その遊びに来る人も増えていくと感じた。 

スタンプラリーとか、色々な場所を巡るということで、市外からも人が来るということがで 

きる。 

民間業者と連携し、物販、飲食、こういったところを使い、維持費充てる収入というのを作 

り出していくということもできた方が、この施設周辺も巻き込んでの長く続いていく策にな 

るのではないかと感じた。 

事務局：県や市との連携を図りスタンプラリーということだが、栗原市で整備するキッズランドにつ 

いては、市内にお住まいの子どもと保護者の方を対象にしているが、市外から来て利用して 

もらうことも目的の一つである。 

場合によっては移住、定住のきっかけになり、交流人口の増加にもつながると考えている。 

委 員：施設整備と管理運営の手法を DBO方式で行うとのことで、管理運営の方だと指定管理制度を 

利用するとよく聞きますが、類似施設で DBO方式を採用し、運営されているところは他にあ 

るのか。 

事務局：DBO方式で施設整備したところは、１月にウェブで研修をした北海道南幌町の施設になりま 

す。ここ何年か施設整備を行っている自治体については、DBO方式が多く、整備方式として 

採用されている。 

委 員：アンケート結果により、保護者やお子さんの声を反映させた施設なので、ぜひ開設した後も 

事業者の意向だけでなく、地域の方と利用された方の声を聞き続けていくところを大事にし、 

魅力があって、栗原市へ人を呼び込むような施設であり続ける運営をお願いしたい。 


